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はじめに

　長崎大学では熱帯医学研究所，高度感染症研究センター，
熱帯医学・グローバルヘルス研究科，医歯薬学総合研究科，
大学病院の 5 つの部局が精力的にそれぞれ特徴のある感染
症研究を推進してきました．新型コロナウイルス感染症パ
ンデミック対応への経験から，これまで学内に分散してい
た感染症研究資源を統合的に運用し，迅速・効率的な研究
開発を可能とするため，また有能な人材を発掘・育成する
仕組みとして，令和 4 年 4 月 1 日，「長崎大学感染症研究
出島特区」が文部科学省のミッション実現加速化経費（教
育研究組織改革分）の支援により新設されました．そして，
この出島特区をベースとして申請した「長崎大学感染症研
究出島特区ワクチン研究開発拠点」が令和 4 年 8 月 25 日，

「ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の
形成事業」での 4 つのシナジー拠点のうちの一つとして採
択されました．

拠点の体制（図 1）

　本拠点では，ウイルス学研究者で長崎大学感染症研究出
島特区長の森田公一がシナジー拠点長をつとめ，産業界か
らは塩野義製薬株式会社の木山竜一氏がクロスアポイント
メント制度により副拠点長・教授に，臨床現場からの副拠
点長には長崎大学病院臨床研究センター長の山本弘史教授
が就任しました．拠点長はトップダウン的な強い人事権を
有し，長崎大学内はもとより，国内外の他機関から優れた

研究者を誘致することが可能となっています．また，感染
症有事には，G7 で提唱された「100 日ワクチン構想」にそっ
て，短期間に必要とされるワクチンの社会実装を目指して，
拠点長がワクチン開発を指揮し，所属研究者はワクチン研
究開発に専念する体制を主導することとなっています．
　木山竜一副拠点長は，産業界からの副拠点長として知財
戦略やプロジェクト進捗管理を担当し，将来の実用化・社
会実装に向けた社会ニーズや要求仕様の把握，ステークホ
ルダーとの調整，参加機関・協力者等の獲得なども行いま
す．拠点運営管理に支障を来すことのないように，情報管
理や利益相反などを含めた仕組みも構築します．
　山本弘史副拠点長は，臨床・非臨床研究に向けたプロジェ
クトの進捗管理を担当し，医薬品開発における治験病院と
のパイプ役を務めます．厚生労働省にて新薬・医療機器の
審査等を担当したほか，医薬品医療機器総合機構での経験
を通して，医薬品の迅速な実用化への貢献が期待されてい
ます．長崎大学病院は臨床研究中核病院，特定機能病院，
第一種感染症指定医療機関として認定され，すでに多施設
共同医師主導治験（第二～三相臨床試験）を主導した実績
を有しており，加えて，エボラ病などの一類感染症患者を
治療できる設備を整えるとともに，定期的な訓練も実施し
ています．今後はこれらの基盤を活用し，国内外での感染
症ワクチンの第三相臨床試験までを長崎大学病院が主導し
て行う体制を整えて参ります．
　本シナジー拠点では 9 つの研究グループを設置し（図 2），
1）エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，デング熱，
COVID-19 などの熱帯病・新興感染症に対する mRNA ワ
クチンを含む各種ワクチンの開発を推進し，拠点が特許を
有する新規モダリティの実用化研究を進め，2）加えて世
界の感染症情報を収集・発信と病原体サンプルの収集を日
常的に実施して感染症有事に迅速に対応できる体制を構
築・展開します．また，3）NEC OncoImmunity 社（ノル
ウェー）との連携により，エボラウイルス，デングウイル
ス，マラリア原虫や病原細菌について AI を活用する次世
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図 1　拠点の体制（実線は管理の関係を示し，点線は事業での連携を示す）

図 2　長崎大学シナジー拠点の研究グループと研究内容
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図 3　長崎大学シナジー拠点の特徴

代のワクチン開発技術を開拓してゆく計画です．これらの
研究活動を主導する PI には感染症研究に実績を持つ民間
企業の専門家や，英国ロンドン大学衛生熱帯医学大学院の
研究者，GHIT や SATREPS など大型競争的資金による産
学連携研究の経験などを有している研究者が参画していま
す．研究は現在，熱帯医学研究所や高度感染症研究センター
で行われていますが，令和 5 年度には「統合感染症研究産
学連携推進棟」の建設も決まったことから，産学官の研究
者同士が交流できる研究環境がさらに整備される予定です．

企業との連携

　本拠点事業では，塩野義製薬株式会社，日本電気株式会
社（NEC），KM バイオロジクス株式会社との包括的連携
に関する協定書を令和 4 年 12 月 26 日に締結（令和 4 年
11 月 1 日から発行）し，研究開発活動を行っています．
塩野義製薬はマラリアワクチンや治療薬の開発を目指す
SHINE プロジェクトを実施しており，熱帯病に関する研
究開発に深い理解を持ち，本シナジー拠点事業とも相乗的
な関係となっています．
　フラッグシップ拠点，他のシナジー拠点，各サポート機
関や企業との連携強化のため，令和 5 年 5 月からは拠点長
のもとに，プロジェクトマネージャー（PM）を配置しま
した．また，ワクチンに加えて診断薬等の実用化にかかわ
る企業の追加参画の必要性が想定されることから，公益財
団法人長崎県産業振興財団や長崎県とも協働して，プロ
ジェクト参加企業を追加することを計画しており，これら
の調整と管理を PM が行う予定です．

人材育成

　本シナジー拠点では，ワクチン開発を担う次世代の人材
強化として，若手人材の研究参画，感染症の実験手法に習
熟した人材の育成，若手研究者の海外機関における共同研

究の実施支援，連携企業へのインターンシップ派遣，大学
院教育課程・学部教育との連携（学際，臨床等を含む幅広
い大学院生の受け入れ，産学官共同研究，学部生向けのセ
ミナー開催など），研究に専念できる環境の提供（大学院
生の RA としての雇用など）といった目標及び計画を具
体的に設定しており，拠点の活動や機能を最大限活用し，
大学院生（修士課程・博士課程），テクニシャン，統計家，
若手臨床医，博士研究員等を含む若手研究者等の人材育成
に取り組んで参ります．令和 5 年 10 月からは本学医歯薬
学総合研究科にワクチン開発に特化したコースワークを設
置する予定です．また，感染症研究出島特区では令和 5 年
度から「流動研究員制度」を開始し，他の研究機関に所属
する研究者が長崎大学の費用で年単位の大学施設での研究
が可能な体制をスタートさせます．

設備の共用，技術支援（図 3）

　本拠点の特徴として熱帯病・新興感染症のワクチン開発
に必要とされる施設が充実している点が挙げられます．本
学熱帯医学研究所はアジア・アフリカに本学研究者が常駐
する常設の研究拠点を有し，高度感染症研究センターでは
BSL-4 施設の建設が完了しています．多数の機器や設備，
技術を公開し，学内外の研究者の利用が可能となっていま
す．共用機器には，日本で唯一 BSL-3 病原体にも利用可
能な生体イメージング機器 PET/SPECT/CT なども含ま
れます．また，前述したように大学病院には一類感染症患
者も収容可能な第一種感染症病床が整備されており，有事
への対応が可能となっています．

将来展望

　今後，フラグシップ拠点，各シナジー拠点，サポート機
関，参画企業等と連携し，オールジャパンで備えるべき研
究力・機能を整備・強化していくことで，各種ワクチンの
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開発を推進し，主に，熱帯性病原体と高危険度病原体につ
いて，平時・有事に必要とされるワクチンを迅速に社会に
供給できる研究開発体制の整備を行って参ります．将来の
世界的感染症の流行時に 100 日以内でのワクチン供給を視

野に入れた世界戦略に寄与するのみならず，国民の健康と
経済を感染症から守ることに本シナジー拠点は，貢献して
参ります．


